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「
じ
ぇ
」
。

驚
い
た
と
き
に

使
う
岩
手
県
北

三
陸
地
方
の
方

言
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」
の
登
場
人
物
が

連
発
す
る
。
一
般
的
に
は

「
え
っ
」
だ
ろ
う
。
今
年

の
流
行
語
大
賞
の
呼
び
声

も
高
い
▼
び
っ
く
り
す
る

と
「
じ
ぇ
」
、
さ
ら
に
た

ま
げ
る
と
「
じ
ぇ
じ
ぇ
」、

腰
を
抜
か
す
ほ
ど
だ
と

「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
ー
」
に

な
る
。
言
葉
の
響
き
に
親

し
み
を
感
じ
る
。
主
人
公

を
演
じ
る
能
年
玲
奈
さ
ん

い
わ
く
「

に
帰
っ
て
か

ら
も
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
使

っ
て
い
ま
す
」
。
喉
を
緩

め
て
、
口
先
に
力
を
入
れ

る
。
自
分
の
中
に
渦
巻
い

て
い
る
気
持
ち
を
一
気
に

吐
き
出
す
｜
。
言
い
方
の

こ
つ
だ
と
い
う
▼
一
言
で

「
驚
く
」
と
言
っ
て
も
意

味
合
い
は
異
な
る
。
「
福

島
第
一
原
発
２
号
地
下
貯

水
槽
か
ら
の
汚
染
水
の
漏

え
い
量
は
、
実
は
当
初
推

定
量
の
六
千
分
の
一
の
二

十
㍑
」
。
水
位
計
の
不
具

合
が
原
因
と
い
う
か
ら
、

あ
き
れ
て
言
葉
も
出
な

い
。
「
全
国
新
酒
鑑
評
会

で
本
県
の
金
賞
受
賞
数
が

日
本
一
」
。
地
震
や
風
評

に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
酒

造
り
の
研
さ
ん
を
積
ん
だ

関
係
者
の
努
力
に
は
感
嘆

す
る
▼
震
災
と
原
発
事
故

以
降
、
驚
き
の
連
続
だ
っ

た
。
悲
惨
な
光
景
や
想
定

外
の
事
態
…
。
悪
い
意
味

合
い
が
濃
か
っ
た
。
「
３

・

」
か
ら
二
年
。
明
る

い
話
題
も
目
立
つ
。
前
向

き
な
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
ー
」

が
復
興
を
後
押
し
す
る
。

瀬
戸
氏
と
の
戦
い
濃
厚

瀬戸孝則氏 小林 香氏

市

場

創

造

プ
ラ
ン
原
案

参
入
支
援
で
新
法

十
二
月
七
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
福
島
市
長
選
で
、
伊
達
市
保
原
町
出
身
で
元
環
境
省
東
北
地
方
環
境
事

務
所
長
で
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
石
綿
健
康
被
害
救
済
部
長
の
小
林
香
（
か
お
る
）
氏
五
四
が

二
十
一
日
ま
で
に
立
候
補
の
意
思
を
固
め
た
。
小
林
氏
は
一
部
福
島
市
議
に
立
候
補
の
意
向
を
伝
え
て
協
力

を
求
め
て
お
り
、
市
内
の
商
工
関
係
者
に
推
す
動
き
が
あ
る
。
市
長
選
に
は
現
職
で
三
期
目
の
瀬
戸
孝
則
氏

六
五
が
既
に
立
候
補
の
意
思
を
示
し
て
お
り
、
選
挙
戦
が
濃
厚
と
な
っ
た
。

環
境
省
出
向
部
長

退
職
後
に
出
馬
へ

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ

美
競
う
福
島
松
川

見
頃
を
迎
え
た
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
に
見
入
る
市
民
‖
福
島
市
松
川
町

安
倍
政
権
が
六
月
に
ま

と
め
る
成
長
戦
略
で
柱
と

す
る
「
戦
略
市
場
創
造
プ

ラ
ン
」
の
原
案
が
二
十
一

日
判
明
し
た
。
簡
易
な
健

康
診
断
な
ど
の
健
康
産
業

を
育
て
る
た
め
、
事
業
が

適
法
か
ど
う
か
を
国
が
認

定
す
る
新
制
度
を
導
入
、

消
費
者
が
利
用
し
や
す
く

す
る
。
金
融
・
税
制
面
で

新
規
参
入
を
支
援
す
る
こ

と
も
盛
り
込
ん
だ
新
法
を

つ
く
り
、
二
〇
一
四
年
の

通
常
国
会
に
提
出
す
る
方

向
だ
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

国
民
の
平
均
寿
命
が
延

び
る
の
に
伴
い
、
リ
ハ
ビ

リ
関
連
な
ど
健
康
サ
ー
ビ

ス
の
ニ
ー
ズ
は
強
ま
っ
て

い
る
。
た
だ
、
ル
ー
ル
が

あ
い
ま
い
で
企
業
が
参
入

し
づ
ら
い
た
め
、
国
が
「
お

墨
付
き
」
を
与
え
て
支
援

体
制
も
明
確
に
し
、
産
業

化
を
促
す
狙
い
。

他
に
も
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
や
イ
ン
フ

ラ
の
長
寿
命
化

観
光
・
農

業
の
活
性
化
策
を
掲
げ
、

デ
フ
レ
脱
却
の
け
ん
引
役

と
な
る
新
産
業
を
政
権
主

導
で
拡
大
す
る
方
針
。

成
長
戦
略
は
市
場
創
造

プ
ラ
ン
と
、
雇
用
改
革
な

ど
の
「
ニ
ッ
ポ
ン
産
業
再

興
プ
ラ
ン
」
「
国
際
展
開

戦
略
」
で
構
成
し
、
政
府

が
六
月
中
旬
に
決
定
す

る
。市

場
創
造
プ
ラ
ン
で

は
、
安
価
な
健
診
サ
ー
ビ

ス
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
の
運
動
指
導
、
ヘ
ル
シ

ー
な
食
事
の
配
達
な
ど
を

健
康
寿
命
伸
長
産
業

と

名
付
け
た

サ
ー
ビ
ス
の

質
確
保
の
ル
ー
ル
を
つ
く

る
「
次
世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア

産
業
協
議
会

仮
称

を

設
け
、
参
入
を
目
指
す
企

業
の
相
談
に
も
応
じ
る
。

企
業
な
ど
の
健
康
保
険

組
合
が
健
診
の
受
診
率
を

上
げ
た
場
合
、
財
政
面
で

優
遇
す
る
仕
組
み
を
導

入
。
国
に
よ
る
健
康
デ
ー

タ
の
分
析
を
二
〇
年
に
五

十
万
人
規
模
ま
で
拡
大
し

疾
病
予
防
に
役
立
て
る
。

介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用

化
に
向
け
、
一
三
年
度
か

ら
安
全
基
準
策
定
な
ど
の

五
カ
年
計
画
を
始
め
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
で

は
、
二
〇
年
に
蓄
電
池
の

世
界
シ
ェ
ア
で
五
割
を
獲

得
す
る
と
の
目
標
を
掲
げ

た
。
国
内
の
全
て
の
新
築

住
宅
・
建
築
物
に
、
二
〇

年
ま
で
に
省
エ
ネ
基
準
へ

の
適
合
を
義
務
化
す
る
。

老
朽
化
し
た
高
速
道
路

な
ど
を
整
備
す
る
た
め
、

今
秋
を
め
ど
に
「
イ
ン
フ

ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」

を
策
定
。
観
光
活
性
化
で

は
、
海
外
の
富
裕
層
を
想

定
し
て
半
年
程
度
の
長
期

滞
在
型
ビ
ザ
の
導
入
を
検

討
す
る
。
農
業
で
は
コ
メ

の
生
産
コ
ス
ト
を
現
状
よ

り
四
割
削
減
し
、
国
際
競

争
力
を
高
め
る
。

湯
田
氏
今
期
で
引
退
へ

下
郷
町
長
選

町
政
継
承
考
え
判
断

湯田雄二氏

九
月
二
十
九
日
の
任
期

満
了
に
伴
う
下
郷
町
長
選

で
、
現
職
で
三
期
目
の
湯

田
雄
二
氏
七
一
は
二
十
一

日
ま
で
に
、
町
長
選
に
は

立
候
補
せ
ず
、
今
期
限
り

で
引
退
す
る
見
通
し
と
な

っ
た
。

湯
田
氏
は
福
島
民
報
社

の
取
材
に
対
し
て
「
町
政

の
継
承
を
考
え
な
が
ら
慎

重
に
判
断
し
た
い
」
と
話

し
た
。
六
月
定
例
議
会
で

態
度
を
明
ら
か
に
す
る
と

み
ら
れ
る
。

湯
田
氏
は
下
郷
町
出

身
、
会
津
工
高
卒
。
昭
和

四
十
年
に
町
職
員
と
な

り
、
議
会
事
務
局
長
な

ど
を
歴
任
。
平
成
十
三

年
九
月
の
町
長
選
で
初
当

選
し
た
。
十
九
年
か
ら
二

年
、
県
町
村
会
長
を
務
め

た
。

星
氏
立
候
補
の
意
思

来
月
に
も
正
式
表
明

星 澄雄氏

下
郷
町
長
選
で
、
副
町

長
の
星
澄
雄
氏
六
五
は
二

十
一
日
ま
で
に
、
立
候
補

の
意
思
を
固
め
た
も
よ
う

だ
。福

島
民
報
社
の
取
材
に

対
し
て
星
氏
は
「
現
段
階

で
詳
し
い
こ
と
は
コ
メ
ン

ト
で
き
な
い
」
と
話
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
六
月

に
も
正
式
に
表
明
す
る
と

み
ら
れ
る
。

星
氏
は
下
郷
町
出
身
、

田
島
高
卒
。
昭
和
四
十
二

年
に
町
職
員
と
な
り
、
総

務
課
長
な
ど
を
務
め
た
。

平
成
十
九
年
十
月
か
ら
副

町
長
。

星
氏
以
外
に
も
水
面
下

で
立
候
補
を
模
索
す
る
動

き
が
あ
る
。

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

福
島
市
松
川
町
水
原
の

鎌
倉
山
に
群
生
す
る
ク
マ

ガ
イ
ソ
ウ
が
見
頃
を
迎
え

て
い
る
。

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
は
ラ
ン

科
の
多
年
草
で
紫
色
の
編

み
目
が
入
っ
た
袋
状
の
花

弁
が
特
徴
で
、
き
れ
い
な

環
境
で
し
か
咲
か
な
い

と
さ
れ
、
県
の
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危

惧
一
類
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。群

生
地
の
保
護
・
管
理

活
動
を
続
け
る
「
水
原
の

自
然
を
守
る
会
」
が
貴
重

な
花
を
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
お
う
と
、
「
第
十
回

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
里
ま
つ

り
」
と
し
て
公
開
し
て
い

る
。杉

林
の
斜
面
に
約
一

万
五
千
〜
二
万
株
が
自

生
し
て
お
り
、
来
場
者

は
木
漏
れ
日
に
照
ら
さ

れ
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見

せ
る
花
に
見
入
っ
て
い

る
。同

会
に
よ
る
と
、
今
月

末
ま
で
の
ま
つ
り
期
間

中
、
楽
し
め
る
と
い
う
。

小
林
氏
は
市
長
選
に
向

け
既
に
辞
職
の
意
向
を
固

め
て
お
り
、
所
属
す
る
独

立
行
政
法
人
環
境
再
生
保

全
機
構
か
ら
環
境
省
に
復

帰
し
た
上
で
七
月
に
退
職

す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

る
。
福
島
民
報
社
の
取
材

に
対
し
「
東
日
本
大
震
災

と
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
か
ら
二
年
が
過

ぎ
、
市
内
の
復
興
が
進
ん

で
い
な
い
と
感
じ
た
。
環

境
省
で
培
っ
た
経
験
を
生

か
し
、
除
染
を
は
じ
め
復

興
を
加
速
さ
せ
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

小
林
氏
は
福
島
高
、
中

央
大
法
学
部
卒
。
英
国
サ

セ
ッ
ク
ス
大
修
士
課
程
修

了
。
昭
和
六
十
三
年
に
旧

大
蔵
省
に
入
省
し
、
財
務

省
を
経
て
平
成
十
四
年
か

ら
環
境
省
。
東
北
地
方
環

境
事
務
所
長
な
ど
を
歴
任

し
、
二
十
三
年
七
月
か
ら

現
職
。

現
在
は
東
京
都
豊
島
区

在
住
で
、
退
職
後
に
福
島

市
内
に
拠
点
を
移
し
、
後

援
組
織
づ
く
り
な
ど
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

現
職
の
瀬
戸
氏
は
一
月

に
市
内
で
開
か
れ
た
会
合

で
四
選
に
向
け
立
候
補
の

意
向
を
示
し
て
い
る
。
前

回
の
平
成
二
十
一
年
十
一

月
の
市
長
選
で
は
、
自
民
、

民
主
、
公
明
、
社
民
の
四

党
か
ら
推
薦
を
受
け
、
共

産
党
の
候
補
者
に
大
差
を

つ
け
て
三
選
を
果
た
し

た
。

工
期
４
年
以
上
の
見
通
し

ＪＲ東日本平
成
二
十
三
年
七
月
の

新
潟
・
福
島

雨
で
不
通

と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
只
見

線
の
会
津
川
口
（
金
山
町
）

―
只
見
（
只
見
町
）
駅
間

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

は
復
旧
費
用
を
約
八
十
五

億
円
と
見
込
ん
で
い
る
こ

と
が
二
十
一
日
、
分
か
っ

た
。
復
旧
に
は
着
工
か
ら

四
年
以
上
か
か
る
見
通

し
。
同
社
は
単
独
で
の
復

旧
費
用
の
負
担
は
困
難
と

の
考
え
で
、
二
十
二
日
の

県
、
沿
線
市
町
村
と
の
会

合
で
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
。複

数
の
関
係
者
に
よ
る

と
、
会
津
川
口
―
只
見
駅

間
で
使
用
不
能
と
な
っ
た

鉄
橋
の
復
旧
に
掛
か
る
費

用
は
只
見
町
の
第
八
只
見

川
橋
り
ょ
う
が
約
四
十
五

億
円
と
試
算
。
金
山
町
の

第
五
只
見
川
橋
り
ょ
う
は

約
二
億
円
、
第
六
只
見
川

橋
り
ょ
う
は
約
十
三
億

円
、
第
七
只
見
川
橋
り
ょ

う
は
約
十
一
億
円
と
見
積

も
っ
た
。
鉄
橋
以
外
に
も

斜
面
の
崩
壊
や
信
号
通
信

設
備
な
ど
に
十
五
億
円
程

度
が
必
要
と
み
て
い
る
。

復
旧
に
は
新
た
な
線
路

や
橋
の
設
計
、
工
事
な
ど

を
含
め
て
最
短
で
も
四
年

間
は
か
か
る
と
し
て
い

る
。
費
用
負
担
な
ど
の
調

整
が
難
航
す
る
と
、
さ
ら

に
完
成
時
期
は
遅
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
側
は
二
十
二
日
に

県
や
沿
線
市
町
村
と
会
合

を
開
き
、
復
旧
費
用
の
試

算
結
果
と
、
同
社
単
独
で

の
復
旧
費
用
の
負
担
が
難

し
い
と
の
考
え
を
説
明
す

る
と
み
ら
れ
る
。

只
見
線
沿
線
と
隣
接
市

町
村
で
つ
く
る
只
見
線
活

性
化
対
策
協
議
会
の
事

務
局
の
担
当
者
は
「
具

体
的
な
金
額
の
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